
第
一
魅
　
　
雑
　
纂
　
　
三
音
寺
丈
害
に
つ
い
ず
、

は
蕊
浦
本
知
ご
し
て
四
百
七
拾
石
（
天
正
八
年
九
月
十
七

H
の
寺
領
指
出
目
録
に
は
墾
百
四
拾
萱
石
外
に
佐
甚
九
代

官
所
分
解
百
七
拾
石
此
内
頁
五
拾
石
取
持
分
ご
あ
り
及
び

志
那
覇
織
を
進
む
る
こ
ご
見
え
飽
り
。
所
謂
佐
甚
九
は
佐

久
間
甚
九
郎
な
り
）
こ
れ
に
披
っ
て
盆
支
那
渡
に
槻
壱
寺

所
属
の
船
舶
あ
ら
し
を
見
る
べ
く
、
而
か
も
こ
は
在
々
の

も
の
を
改
め
て
安
堵
せ
み
こ
ご
な
れ
ば
、
既
往
に
於
て
も

観
音
寺
の
舟
奉
行
π
る
機
闘
に
供
せ
ら
れ
つ
、
め
り
し
か

ご
思
は
る
。
さ
れ
ば
秀
省
の
時
に
は
更
に
此
前
樺
を
湖
上

全
面
に
伸
張
せ
し
め
、
こ
れ
に
加
ふ
る
に
共
富
源
こ
せ
る

近
江
の
直
轄
地
の
代
官
を
命
じ
て
、
こ
、
に
我
寺
院
史
上

特
殊
の
一
新
例
を
開
く
こ
ご
、
な
り
し
も
の
な
ら
ん
。

　
　
　
　
穴

　
思
ふ
に
室
町
時
代
殊
に
所
謂
載
國
時
代
は
赴
會
階
級
の

最
も
混
声
を
極
め
し
時
代
に
し
て
、
武
士
ご
一
般
庶
民
（

土
民
）
こ
の
聞
に
過
去
の
如
き
身
分
上
の
等
差
を
存
せ
ざ

う
し
の
み
な
ら
す
、
僧
侶
ご
俗
人
こ
も
亦
こ
れ
ご
同
じ
く
、

第
三
號
　
＝
一
四
（
五
一
一
）

前
者
は
政
治
7
法
制
。
粟
野
。
商
業
等
種
々
な
る
世
間
の
俗
・

務
に
關
與
し
π
り
し
な
り
○
親
仁
寺
の
江
州
代
官
托
り
し

は
勿
論
、
其
湖
水
舟
奉
行
把
り
し
も
亦
此
時
代
の
産
物
ξ

し
て
見
る
べ
く
、
決
し
て
人
畜
二
度
こ
い
ふ
が
如
き
宗
敷

的
観
念
に
基
因
せ
る
も
の
に
て
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
而
か

も
超
俗
の
分
離
を
見
た
り
し
江
戸
時
代
に
於
て
渉
貞
享
年

間
に
至
る
迄
も
、
此
法
制
上
の
墾
態
盛
る
前
代
の
遺
風
が
　
．

依
然
こ
し
て
縫
績
せ
ら
れ
翻
り
し
は
、
確
に
一
異
彩
を
放
．

て
る
も
の
こ
謂
は
ざ
る
べ
か
ら
す
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

朝
鮮
史
の
栞
　
（
第
一
同
）

　
　
　
　
　
交
學
士
今
西
　
　
　
龍

本
稿
は
史
學
に
興
昧
を
有
し
朝
鮮
吏
を
特
別
に
或
稚

度
ま
で
知
ら
ん
ご
欲
す
る
入
の
爲
に
起
稿
せ
し
も
の

な
り
Q
其
麺
俗
に
し
て
實
際
に
適
切
な
ら
ん
事
は
本

篇
の
主
旨
な
り
こ
す
Q
本
篇
先
づ
面
訴
史
の
大
系
を

成
す
吏
籍
に
就
て
説
明
し
、
次
に
特
殊
の
事
項
を
調



査
す
る
に
資
た
る
べ
き
史
籍
論
交
に
及
ば
ん
こ
す
。

而
し
て
古
朝
鮮
の
中
鷺
氏
朝
鮮
ξ
着
せ
ら
る
、
國
は

朝
鮮
民
族
の
建
て
し
も
の
な
れ
ざ
も
密
書
断
絶
し
て

後
に
關
係
な
き
を
以
て
措
て
問
は
す
。
衛
氏
朝
鮮
ご

江
島
に
於
け
る
漢
郡
縣
こ
の
研
究
は
H
論
及
朝
鮮
古

代
吏
研
究
に
も
頗
る
必
要
な
b
ご
錐
、
撚
れ
畢
覧
東

方
亜
細
亜
混
播
史
の
研
究
に
支
那
史
研
究
の
必
要
な

る
一
例
に
す
ぎ
ざ
る
を
以
て
本
篇
に
は
此
部
分
ご
朝

鮮
民
族
の
有
史
前
時
代
ご
名
≦
き
三
韓
襟
回
時

代
に
帯
す
る
も
の
こ
を
省
略
す
る
こ
ご
、
な
せ
り
。

朝
鮮
孚
島
史
は
朝
鮮
併
合
後
東
西
爾
帝
國
大
學
共
に

之
を
國
史
科
に
編
入
せ
し
童
問
の
系
統
よ
り
見
れ

ば
併
合
前
の
朝
鮮
史
は
朋
に
東
洋
史
の
一
部
分
な
る

を
以
て
其
研
究
の
進
路
は
之
を
東
洋
史
の
方
向
に
採

り
朝
鮮
學
若
く
ば
朝
鮮
史
を
研
究
せ
ん
ご
欲
す
る
者

は
先
づ
東
洋
史
上
に
支
那
學
の
大
要
を
修
得
す
べ
し

而
し
て
更
に
進
ん
で
其
研
究
を
な
す
に
漏
り
て
は
如

　
第
　
一
懸
　
　
、
雑
　
纂
　
　
朝
　
鮮
　
吏
　
の
　
栞

直
な
る
部
分
の
研
究
た
る
を
問
は
す
支
那
方
面
の
之

に
封
ず
る
事
項
の
考
察
を
伸
は
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な

．
り
ε

朝
鮮
史
に
入
る
に
は
最
初
に
文
學
博
士
灘
泰
輔
氏
め

押
鮮
通
史
を
黒
む
べ
し
、
博
士
の
奮
著
に
は
此
外
に

朝
鮮
史
舗
胎
一
存
書
画
朝
鮮
近
世
史
棚
瀦
尼
青
脹
近
世
朝

鮮
轟
轟
購
あ
り
朝
鮮
通
更
覗
砺
は
前
記
諸
書

中
最
近
に
著
述
せ
ら
れ
た
る
物
に
し
て
他
に
比
類
な

き
良
書
な
る
が
故
に
再
三
通
者
し
先
づ
朝
鮮
史
の
大

要
を
知
る
べ
し
。
而
し
て
此
書
ご
併
せ
讃
む
べ
き
は

朝
鮮
審
轟
麓
鯖
鵬
響
温
風
轟
轟
魏
嵐
継

徹
朝
鮮
物
語
集
客
上
昇
鼠
騰
椋
丁
掛
國
南
満
洲
鰯
馴
保
コ

レ
ア
、
ぜ
、
↑
・
ッ
ト
↑
シ
・
ン
数
即
等
朝
鮮

に
話
す
る
艶
書
な
り
。
地
墨
は
陸
地
測
量
部
爽
行
の

東
亜
輿
地
國
頒
礪
長
崎
・
釜
山
・
京
城
振
順
・
鏡
城
・

奉
天
の
数
葉
を
用
意
す
べ
し
。
但
し
何
の
書
を
讃
み

何
の
論
を
聴
く
に
も
先
入
の
説
が
主
．
こ
な
る
乙
は
注

第
三
號
　

一
二
五
（
五
一
二
）



　
　
第
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
　
鮮
　
史
　
の
　
栞

　
鎖
し
て
避
く
べ
き
邑
な
る
が
特
に
朝
鮮
の
事
物
の
如

　
く
學
者
の
研
究
日
樹
ほ
乏
く
し
て
更
に
新
研
究
新
考

　
察
の
余
地
あ
る
も
の
に
覆
し
て
は
冷
静
の
態
度
を
失

　
は
す
後
輪
を
容
る
、
の
心
構
へ
な
か
る
べ
か
ら
す
。

　
朝
鮮
語
に
關
し
て
は
前
間
縄
作
氏
韓
語
麺
毛
繕
國
分

國
嚢
日
韓
痴
話
胴
高
橋
亨
氏
韓
語
陰
癬
館
ゲ
ー

　
川
氏
韓
英
字
典
の
類
あ
り
○
漢
字
の
朝
鮮
鮒
を
知
る

　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
メ
ゆ

　
に
は
全
葛
生
篇
、
漢
鮮
文
新
玉
篇
の
類
に
よ
る
も
可

な
り
。
森
潤
＝
廊
氏
の
朝
鮮
年
表
鷺
堂
小
藤
金
澤

雨
博
士
共
編
の
朝
鮮
地
名
字
彙
魏
は
坐
右
に
備
ふ

　
る
を
更
こ
す
。
省
ほ
朝
鮮
総
督
府
螢
行
の
月
々
三
豊

　
「
朝
鮮
彙
報
」
に
は
確
實
な
る
調
査
報
告
の
類
の
掲
載

　
せ
ら
る
、
事
あ
り
東
洋
兇
暴
の
「
東
洋
時
報
」
、
朝
鮮

　
雑
誌
肚
の
「
朝
鮮
及
浦
洲
し
珊
に
も
往
々
有
盆
な
る
記

　
事
あ
り
。

　
　
　
第
剛
章
　
朝
鮮
突
の
大
系
を
な
す
実
籍

高
句
麗
百
濟
新
羅
の
三
國
各
國
史
修
撰
の
事
あ
り
。
其

　
　
　
　
　
　
　
　
策
ご
一
画
　
　
　
一
一
一
六
　
　
（
五
一
三
）

他
記
銀
野
乗
の
類
も
多
少
作
成
せ
ら
れ
し
も
現
今
遺
存
す

る
も
の
は
皆
無
に
し
て
新
羅
王
朝
時
代
の
書
籍
の
如
き
も

其
末
期
の
文
士
崔
致
選
の
桂
苑
筆
耕
が
李
朝
に
至
り
て
支

那
刊
本
よ
り
翻
刻
さ
れ
し
も
の
あ
る
の
み
。
文
献
の
澄
滅

驚
一
べ
し
。
翼
翼
雄
総
灘
臓
難
灘
階
鰺
砧
梼

朝
鮮
に
て
撰
み
し
史
籍
の
遺
存
せ
る
も
の
、
最
も
古
き
は

三
國
皮
記
に
し
て
之
に
次
ぐ
も
の
は
三
國
遺
事
な
り
。
但

し
三
國
遺
事
中
に
は
吏
記
に
二
つ
こ
ご
数
十
年
前
に
撰
ま

れ
し
自
画
國
記
を
牧
議
す
ご
難
省
略
せ
る
も
の
に
し
て
全

文
に
あ
ら
す
。
史
記
遺
事
共
に
王
氏
高
麗
朝
に
撰
ま
れ
し

も
の
に
す
ぎ
ざ
る
も
今
“
孚
島
史
雑
の
新
羅
高
句
麗
百
濟

三
國
の
事
を
誌
せ
る
も
の
此
二
書
の
外
に
出
で
す
。
此
時

代
の
研
究
は
単
二
書
ご
支
那
各
面
の
史
籍
及
牢
島
の
金
石

文
遣
物
に
よ
る
の
外
な
し
ご
す
。
次
に
朝
鮮
史
の
大
系
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
義

な
す
此
等
の
史
籍
に
就
て
簡
軍
な
る
公
言
を
な
す
べ
し
。

　
　
　
　
第
醐
　
三
國
更
記

　
新
羅
高
句
麗
百
濟
三
國
の
史
記
の
義
に
し
て
、
高
麗
仁

㌦



宗
王
二
十
三
年
乙
丑
個
性
淋
鴇
金
富
職
等
王
命
を
逸
し
て
撰

す
。
紀
傳
躰
に
し
て
新
羅
本
紀
十
二
巻
、
高
句
麗
本
紀
十
巷

百
濟
本
紀
六
霧
、
年
表
三
巻
、
志
類
九
平
、
無
罪
急
撃
、
併
せ

て
五
十
憲
あ
れ
ご
、
各
面
短
き
を
以
て
簡
軍
な
る
書
に
す

ぎ
す
〇
三
國
史
記
は
金
壷
魚
蝋
が
始
め
て
撰
み
π
る
も
の
撫

に
あ
ら
す
し
て
、
其
當
原
語
に
三
國
史
記
若
く
ば
類
似
の

名
器
の
史
籍
の
存
在
せ
し
を
、
此
時
更
に
重
撲
せ
し
も
の

な
る
こ
ご
は
、
東
文
選
及
三
文
糠
に
草
す
る
進
三
國
史
記

箋
に
は
一
言
も
記
せ
ざ
れ
ご
も
、
高
麗
の
文
士
李
奎
報
の

東
明
王
篇
血
書
藩
儒
に
よ
り
て
明
白
な
り
。
此
奮
三
國
史

記
に
就
て
は
何
等
の
知
る
所
な
し
。
高
麗
史
洪
瑠
傳
に
「

容
宗
嘗
覧
編
年
逼
載
命
灌
撰
集
三
韓
露
霜
事
蹟
細
石
」
ご

あ
り
Q
吾
入
は
編
年
通
載
に
つ
き
て
も
洪
灌
撰
進
の
書
に

つ
き
て
も
其
内
容
に
就
て
知
る
所
な
し
錐
も
洪
堰
の
書
が

三
韓
即
三
國
轟
輕
塵
世
簿
融
鼻
薬
無
妻
の
学
籍

に
し
て
講
書
が
容
宗
に
繊
ぎ
し
仁
宗
王
代
に
傳
は
り
更
に

高
潔
の
時
に
及
び
李
野
壷
の
見
る
に
至
り
し
こ
ご
推
測
に

　
　
　
第
一
巻
　
雑
纂
　
朝
鮮
史
の
栞

難
か
ら
す
。
奮
三
國
史
記
ご
は
此
書
若
く
ば
千
栄
の
書
な

る
べ
し
〇
三
國
の
史
料
の
現
朝
鮮
に
遺
存
す
る
も
の
三
國

吏
記
ご
此
書
よ
り
も
百
五
＋
年
差
に
撰
ま
れ
し
三
國
遺
事

こ
の
外
に
は
王
将
通
の
金
石
文
ご
若
干
の
．
遺
物
遺
蹟
あ
る

の
み
〇
三
國
史
記
の
朝
鮮
蛤
に
於
け
る
位
催
は
我
が
國
史

に
於
け
る
日
本
書
紀
の
位
竃
を
停
む
。

　
兵
書
も
し
く
ば
奮
三
國
史
記
が
編
纂
に
資
せ
し
史
料
に

就
て
考
察
せ
ん
こ
す
〇
三
國
に
於
け
る
國
更
編
纂
の
事
蹟

を
稽
ふ
る
に
高
句
麗
に
は
國
初
に
留
記
ご
云
ふ
書
あ
り
し

を
嬰
陽
王
十
一
年
に
捌
修
し
て
蟻
集
五
郎
を
撰
み
、
百
濟

に
も
近
省
古
王
頃
よ
軌
記
録
あ
り
新
羅
に
は
興
君
王
六
年

に
新
羅
國
更
撰
ま
れ
だ
り
。
之
を
當
裏
漏
島
ご
大
陸
こ
の

關
係
及
交
運
の
大
勢
よ
り
考
察
す
る
に
事
實
な
る
べ
し
Q

奮
三
國
史
記
編
纂
の
當
時
此
等
の
史
無
…
若
く
ば
此
等
の
臭

籍
に
系
統
を
有
す
る
文
献
の
或
は
漸
片
な
が
ら
も
遺
存
し

延
て
其
重
々
の
時
に
及
び
し
が
如
し
〇
三
國
史
記
に
引
用

す
る
東
海
古
記
、
三
韓
古
記
、
新
羅
古
事
、
新
羅
古
記
の

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
二
七
　
（
五
一
四
）



第
　
　
巻
　
　
離
　
纂
　
　
朝
　
鮮
　
更
　
の
　
栞

類
は
此
面
の
史
籍
な
る
べ
し
Q
而
し
て
高
句
麗
百
濟
二
國

に
於
て
は
上
記
二
三
の
文
献
以
外
に
は
極
め
て
簡
軍
な
る

王
代
一
覧
の
類
の
如
き
も
の
、
遺
存
せ
し
に
す
ぎ
ざ
る
が

如
し
。
た
や
新
羅
は
他
の
二
國
に
勝
ち
て
宇
島
を
統
一
し

轡
代
交
化
に
薫
陶
せ
ら
れ
執
る
二
百
余
年
の
王
朝
を
建
て

其
末
路
の
如
き
も
少
く
こ
も
王
都
は
載
闘
の
甚
し
き
下
畑

を
蒙
ら
す
香
車
賓
馬
方
存
し
て
高
麗
王
氏
朝
に
入
り
貴
族

子
弟
は
身
を
保
ち
家
を
全
う
し
て
新
王
朝
に
移
り
し
が
故

に
高
麗
朝
に
粟
交
献
の
多
く
遺
存
せ
し
乙
論
な
き
な
b
。

三
國
史
記
が
引
用
す
る
膚
画
面
澄
新
羅
國
記
、
崔
照
門
の

年
代
歴
、
同
文
集
、
金
大
問
の
里
俗
傳
、
花
郎
世
記
、
樂
本

鉱
山
記
、
難
林
難
傳
、
崔
・
承
肪
の
鯛
本
集
の
類
、
李
奎
報
が

第
三
號
　
　
一
二
八
　
（
五
一
五
）

鑑
…
滑
府
元
難
等
當
時
新
に
輸
入
せ
ら
れ
て
秘
府
に
藏
せ
ら

れ
し
支
那
史
籍
の
記
事
を
綴
拾
縛
載
し
て
其
手
を
補
ひ
或

は
其
文
を
美
に
し
て
以
て
之
を
撰
せ
し
も
の
な
ら
む
。

然
る
に
三
國
更
記
が
引
用
す
る
遺
文
史
籍
の
撰
蔚
中
命
孤

澄
は
鰹
書
面
文
志
に
乾
符
年
代
の
入
ご
あ
れ
ざ
も
新
羅
人

に
あ
ら
ざ
か
故
に
之
を
外
に
し
、
崔
致
遽
金
大
藁
蕎
承
肪

方
立
く
新
羅
王
朝
末
の
入
な
り
。
新
羅
王
朝
史
料
の
鋏
乏

す
る
こ
ご
驚
く
べ
し
○
此
結
果
こ
し
て
三
國
史
記
は
此
王

朝
年
代
に
入
り
て
す
ら
錯
誤
少
か
ら
す
○
共
一
例
を
翠
ぐ

れ
ば
清
海
鎭
大
使
弓
編
螺
ち
新
言
書
列
傳
の
張
扇
皐
、
績

臼
本
後
紀
の
張
實
高
の
死
が
績
日
本
後
歯
の
詳
細
な
る
記

事
に
よ
り
て
文
聖
王
三
年
な
る
こ
ご
動
ず
べ
か
ら
ざ
る
に

次
韻
磁
束
閣
慢
文
詩
注
編
瑚
に
引
用
す
る
新
羅
記
新
譜
史
記
は
之
を
七
年
に
繋
げ
・
。
こ
ご
の
如
き
こ
れ
ぽ
。
禽

趨
記
の
類
は
三
國
史
重
撰
の
時
に
存
在
せ
し
も
の
な
り
○

金
鳶
職
が
三
國
史
重
撰
の
時
に
は
奮
三
國
史
が
資
料
ご
し

て
採
り
し
文
献
は
爾
ほ
遺
存
せ
る
を
密
漁
は
共
上
更
に
廣

く
史
料
を
蒐
集
し
て
善
三
國
史
記
を
修
正
添
文
し
省
ほ
通

ほ
他
に
類
例
少
か
ら
す
○
高
句
麗
紀
に
於
て
は
試
に
獲
開

土
鼓
ご
藩
王
陵
碑
ご
婆
記
事
を
比
較
す
る
に
碑
記
に
誌
す

が
如
き
詳
細
な
る
記
事
は
此
王
紀
に
見
ざ
る
の
み
な
ら
す

殆
ご
之
を
敏
け
り
。
詳
論
王
以
後
に
至
り
て
は
更
に
共
國



に
傳
へ
し
記
事
敏
乏
し
嬰
陽
王
以
後
に
至
り
て
は
一
層
甚

だ
し
。
汽
漉
紀
に
於
て
は
威
徳
王
以
後
史
料
の
鮫
乏
を
憾

む
○
而
し
て
嬰
陽
威
徳
爾
王
以
後
の
二
國
は
共
に
支
那
方

面
ご
頻
繁
な
る
交
渉
あ
り
し
を
以
て
三
國
史
記
は
支
那
史

雑
よ
り
蘭
係
記
事
の
文
を
綴
題
し
て
其
紙
面
を
填
め
本
國

の
み
の
事
を
記
す
る
・
と
極
め
て
少
し
〇
三
國
史
記
に
回
す

る
支
那
方
面
に
書
す
る
記
事
は
高
句
麗
紀
上
古
の
部
ご
他

に
稀
な
る
蕩
合
こ
の
外
は
共
書
の
全
体
を
通
じ
て
支
那
史

籍
を
抄
無
し
轄
爲
し
或
は
援
帯
し
之
を
其
属
隷
年
代
の
下

に
何
等
の
顧
慮
な
く
挿
入
せ
る
も
の
に
し
て
或
は
其
中
に

は
本
國
に
史
料
あ
り
乍
ら
共
文
を
美
に
す
る
が
爲
に
事
書

の
相
異
迄
も
犠
牲
こ
し
て
支
郷
入
の
手
に
あ
り
し
交
配
を

接
取
せ
し
項
あ
り
ゃ
の
臆
測
を
施
し
得
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る

も
縦
ひ
此
事
あ
り
こ
す
な
も
極
め
て
少
か
る
べ
し
。
共
綴

給
せ
し
支
那
史
籍
は
資
治
義
疏
、
研
府
元
亀
外
罐
部
、
後

漢
書
、
三
國
志
、
前
書
、
魏
書
、
宋
書
、
梁
書
、
南
更
、

北
史
、
階
…
書
淫
餌
唐
書
落
な
り
Q
東
城
王
紀
の
浅
に
齊
書

第
一
巻
　
雑
纂
　
朝
鮮
史
の
栞

云
々
ご
あ
れ
こ
も
南
齊
書
は
之
を
見
ざ
り
し
か
如
し
Q
然

る
に
高
句
麗
及
百
世
特
に
百
濟
の
後
期
に
は
我
が
B
本
書

紀
に
彼
土
の
三
訂
よ
り
誌
せ
し
比
較
的
豊
満
な
る
記
事
あ

り
。
新
撰
姓
氏
録
ま
把
蹄
化
人
の
家
傳
を
齢
す
○
此
“
本
吏

籍
は
三
國
史
記
の
記
事
の
敏
を
補
ふ
事
多
大
に
し
て
之
を

正
す
・
と
少
か
ら
ざ
る
を
以
て
之
に
依
ら
す
し
て
三
國
史
記

の
み
に
て
は
三
國
特
に
百
獣
の
事
は
調
査
す
べ
か
ら
す
Q

駕
洛
の
研
究
の
如
き
は
主
こ
し
書
紀
に
依
る
の
外
な
き
な

り
○
然
る
に
風
勢
郡
末
路
の
研
究
は
三
國
史
記
百
濟
紀
の

記
事
に
竣
つ
も
の
あ
り
Q
此
關
係
は
百
済
吏
H
本
書
紀
の

關
係
ご
量
に
於
て
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
粥
類
似
せ
る
も
の

な
り
〇

　
三
國
史
記
の
紀
年
に
就
き
て
は
從
摩
學
者
の
之
に
信
を

を
き
し
も
の
あ
る
を
以
て
叢
に
＝
引
す
べ
し
〇
三
國
中
高

句
麗
は
最
も
早
く
醐
化
せ
る
國
に
し
て
早
く
よ
り
記
録
め

り
。
而
し
て
共
國
・
史
に
は
押
扇
理
由
君
く
ば
事
情
朋
か
な
ら

ざ
る
も
船
報
東
明
モ
寄
寄
の
元
年
を
撲
建
昭
二
年
甲
申
に

一
ご
し
乃
　
（
五
一
山
ハ
）



　
　
　
第
一
巻
．
雑
纂
　
朝
鮮
典
の
栞

其
此
施
年
を
鴻
嘉
二
年
壬
寅
に
紀
せ
り
○
百
倉
入
は
高
句
麗

ご
同
じ
く
朱
点
を
以
て
始
灘
王
こ
し
之
を
歴
代
の
中
に
加

へ
三
國
史
記
が
殿
始
㍊
王
こ
す
る
温
作
王
を
第
二
代
の
王

こ
な
せ
し
は
新
撰
姓
氏
録
の
記
事
に
よ
り
て
朝
な
り
Q
三

國
史
記
が
温
尊
王
即
位
を
高
句
麗
諸
芸
王
麗
年
の
翌
年
即

鴻
嘉
二
年
癸
卯
こ
な
せ
し
は
新
羅
朝
若
く
ば
高
麗
王
氏
朝

の
史
家
が
三
國
の
年
代
を
比
較
配
置
す
る
に
當
り
高
句
麗

古
史
籍
の
其
國
紀
年
の
基
礎
ざ
し
之
を
以
て
百
濟
駈
傳
の

温
習
王
紀
年
を
動
か
し
若
く
ば
推
定
し
て
朱
憶
意
去
の
翌

年
こ
な
せ
し
も
の
な
ら
ん
か
、
尤
も
百
濟
は
其
文
物
高
句

麗
よ
り
遙
に
後
れ
て
開
け
し
を
以
て
或
は
共
本
國
に
於
て

既
成
の
高
句
麗
史
紀
年
に
慧
籍
し
て
之
を
土
塁
二
年
に
脅

せ
し
こ
ご
も
無
し
ご
は
断
言
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
Q
新
羅

史
が
弁
難
王
の
即
位
元
年
を
妻
戸
即
位
の
歳
の
同
勢
甲
の

第
一
年
甲
子
の
威
に
紀
せ
し
は
其
國
人
の
愛
國
的
威
情
よ

b
出
で
し
こ
ご
推
測
に
難
か
ら
す
〇
三
國
史
記
の
紀
年
は

高
句
麗
に
於
て
は
小
獣
林
王
、
百
濟
に
於
て
は
契
王
の
頃

弟
三
號
　
　
　
一
三
〇
　
（
、
五
一
七
）

新
羅
に
あ
り
て
は
濃
に
下
り
て
照
智
王
以
後
に
至
り
て
信

ず
べ
し
。
小
生
昨
年
十
二
月
誠
史
會
大
曾
に
於
て
三
國
比

較
年
代
考
．
・
旨
無
し
て
私
考
を
登
表
せ
ん
ざ
せ
し
が
時
問
切

迫
し
て
憶
断
を
藍
く
す
こ
ご
能
は
ざ
り
し
か
ば
他
日
之
を

公
表
す
ぺ
け
れ
ば
一
嵩
あ
ら
ん
事
を
希
ふ
も
の
な
り
。

　
本
書
は
王
位
畿
承
の
際
に
三
國
の
古
例
の
ま
、
に
鍮
月

樗
元
の
制
を
こ
れ
り
○
此
事
に
就
き
て
は
來
洋
學
報
第
二

窓
の
拙
稿
「
朝
鮮
に
於
け
る
翠
黛
在
位
の
嘉
元
法
」
を
塞

嘉
す
べ
し
Q
術
ほ
彼
の
小
篇
起
稿
の
當
時
心
付
か
ざ
り
し

一
事
は
三
國
史
記
に
も
鍮
月
構
元
を
談
解
せ
し
　
條
の
め

る
こ
ご
な
り
。
即
ち
百
濟
の
東
城
武
箏
二
王
問
に
於
て
東

城
王
は
二
十
三
年
辛
已
十
二
月
に
麗
聡
し
を
以
て
瞼
月
構

一
7
6
法
に
從
＼
へ
ば
新
王
等
等
は
共
朋
年
壬
午
正
月
を
以
て
元

を
聞
す
べ
き
が
故
に
壬
午
歳
を
其
元
年
に
紀
せ
ざ
る
べ
か

ら
ざ
る
に
史
記
の
撰
蔚
は
不
注
意
に
も
直
に
辛
已
を
其
元

年
こ
な
せ
b
o
過
談
の
母
ば
過
誤
め
子
を
生
み
此
に
因
り

て
隻
料
の
混
同
錯
難
を
生
じ
、
正
し
く
紀
年
せ
ば
元
年
壬



牟
十
一
月
な
る
べ
き
侵
高
句
麗
記
事
を
、
誤
り
紀
せ
る
元

年
辛
巳
十
一
月
の
條
に
記
し
、
重
ね
て
同
記
事
の
高
句
麗

紀
に
あ
る
も
の
を
百
濟
紀
に
移
し
て
二
年
壬
午
十
一
月
の

條
に
も
抄
入
し
、
同
一
記
事
を
爾
年
に
重
出
せ
し
め
た
り
○

爾
ほ
精
査
せ
ば
無
類
の
誤
謬
は
多
く
登
諾
し
得
べ
し
○

　
本
書
志
類
中
新
羅
に
毒
す
る
記
事
多
き
を
占
め
祭
祀
裏

表
官
等
に
於
て
高
句
麗
百
濟
に
点
す
る
も
の
は
僅
に
支
那

史
籍
東
夷
轟
轟
よ
り
不
用
意
に
二
三
記
事
を
抄
毘
縛
載
せ

し
に
廻
す
。
埋
れ
莫
本
土
に
於
て
は
稽
ふ
べ
き
交
献
の
遺

存
せ
ざ
り
し
に
よ
る
。
諸
織
詰
地
理
志
は
濁
り
史
論
の
み

な
ら
す
言
語
の
研
究
に
も
有
要
な
る
資
料
少
な
か
ら
す
、

然
る
に
本
書
の
最
良
煮
た
る
加
賀
前
田
本
・
に
は
此
位
に
當

　
ノる
谷
三
十
四
よ
り
巻
三
十
六
ま
で
を
臨
く
ご
聞
け
り
、
甚

だ
臨
む
べ
し
○
黙
黙
は
新
羅
人
其
大
部
を
占
め
、
高
句
麗

に
は
僅
に
数
人
、
百
濟
に
は
二
野
を
牧
む
る
の
み
な
る
に

高
句
麗
人
の
列
傳
に
出
つ
る
記
事
は
既
に
本
紀
に
出
で
重

複
せ
る
も
の
多
し
・
豊
島
な
る
書
に
も
あ
ら
ざ
る
に
此
事

第
一
巻
　
雑
纂
　
朝
鮮
史
の
栞

あ
る
は
粗
漏
不
溢
意
の
磯
計
る
べ
か
ら
す
。
刻
傳
巾
に
は

文
士
構
…
成
の
傳
奇
的
入
物
あ
り
温
聴
器
氏
都
彌
の
如
き
是

な
り
。

　
本
書
は
其
事
成
る
や
直
に
流
布
せ
し
が
如
し
O
朱
の
王

手
方
案
海
峰
に
此
書
が
淳
煕
元
年
宋
朝
廷
の
秘
閣
に

入
り
し
事
を
記
す
。
本
書
は
高
麗
朝
に
於
て
既
に
刊
行
せ

ら
れ
し
が
李
朝
に
入
り
て
太
慾
王
三
年
甲
賀
慶
州
に
て
刊

行
し
、
中
墨
王
九
年
壬
申
周
地
に
て
平
板
せ
り
Q
此
時
の
慶

州
笛
制
使
李
繊
商
の
蹟
に
「
吾
東
方
一
ご
國
本
史
遺
事
園
本

他
無
灰
刊
御
構
在
本
府
歳
久
剰
歓
一
行
可
解
僅
四
五
字
」

ご
あ
一
。
然
る
起
成
蕪
骨
實
録
王
＋
三
年
賊
軍
＋
－
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ボ

條
に
徐
居
正
は
此
書
を
印
せ
ん
と
を
論
じ
王
の
許
可
を
得

　
　
　
　
　
や

把
り
し
こ
ご
を
記
す
。
こ
、
に
印
せ
ん
ご
は
京
城
に
於
て

新
に
兜
行
印
畠
の
事
な
る
か
、
陰
獣
冊
板
に
就
き
て
印
出

頒
布
の
事
な
る
か
、
意
義
明
瞭
を
敏
く
ご
錐
、
恐
く
ば
前

者
な
る
ぺ
む
、
然
ら
ば
刊
行
の
事
實
行
せ
ら
れ
ざ
り
〔
か

其
事
明
な
ら
す
。
東
京
難
記
及
慶
州
府
所
藏
色
板
目
録
中

口
三
號
　
　
ご
二
．
　
（
五
一
八
）



　
　
　
第
一
巻
　
雑
纂
　
朝
鮮
吏
の
栞

に
本
書
及
遺
事
あ
る
も
乾
隆
二
十
四
年
半
「
完
螢
慨
板
目

録
」
に
は
砂
州
の
項
に
も
他
庭
の
項
に
も
其
存
在
を
記
せ

す
。
思
ふ
に
此
時
既
に
殿
滅
し
π
り
し
な
ら
む
○
而
し
て
東

京
難
聴
に
記
す
る
燈
板
は
或
は
正
徳
以
後
の
重
刊
の
も
の

な
ら
ん
か
現
存
の
冊
子
を
見
る
に
正
徳
刊
本
よ
り
も
新
し

き
も
の
あ
り
。

　
届
書
の
献
本
に
隠
り
し
時
代
は
明
な
ら
ざ
れ
ざ
も
慶
長

以
後
の
麗
な
る
べ
し
。
大
H
本
史
に
も
異
欝
H
風
聴
に
も

引
用
す
れ
ざ
も
其
書
稀
少
な
り
し
を
以
て
本
居
宣
長
を
初

め
諸
大
家
多
く
は
東
國
通
帖
に
依
て
朝
鮮
古
史
を
論
ぜ
し

も
の
な
り
。
我
國
に
傳
は
り
若
く
ば
縛
寓
さ
れ
し
も
の
に

現
存
す
る
も
の
加
賀
本
誌
田
本
毛
利
紳
田
本
富
岡
本
あ
り

近
衛
本
以
下
爲
本
に
し
て
沸
謡
本
は
正
徳
刊
本
の
如
き
も

惜
い
か
な
五
十
切
幕
十
五
巻
を
翻
す
○
近
年
朝
鮮
に
て
数

部
螢
見
さ
れ
だ
り
○

　
二
三
近
時
刊
行
さ
れ
世
上
に
流
布
す
る
に
至
れ
り
〇
　
一

は
朝
鮮
古
書
刊
行
會
本
に
し
て
他
は
東
京
帝
國
大
回
刊
行

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
ご
一
一
二
　
（
五
一
九
）

本
な
り
○
大
窪
田
行
本
に
依
る
べ
し
。

　
荷
ほ
此
書
に
就
き
て
は
他
日
稿
を
改
め
其
研
究
を
詳
細

に
擾
表
せ
ん
こ
す
る
の
意
め
る
を
以
て
通
俗
を
主
こ
す
る

本
篇
に
て
は
省
略
し
て
菰
に
筆
を
摺
か
ん
こ
す
。

　
　
　
　
細
柳
㎜
三
國
遺
事

碁
・
高
讐
烈
雲
暴
醗
天
）
の
時
即
ち
三
國
史
記

撰
蓮
後
景
百
五
十
年
遅
纒
て
慶
術
撹
迦
知
山
繋
恋
寺
の
住

持
圓
鏡
津
照
々
七
一
然
こ
れ
を
撰
す
。
一
壷
の
傳
は
不
明

也
。
朝
鮮
総
督
府
∵
墾
事
官
室
の
調
査
に
よ
れ
ば
慶
爾
道
義

に
馬
添
國
師
一
巡
の
塔
碑
潰
存
す
ご
錐
今
臨
閉
片
こ
な
り
記

皐
明
な
ら
す
○
李
朝
世
宗
王
實
録
地
理
誌
に
「
慶
山
縣
忠

粛
王
四
年
丁
巳
以
國
師
一
然
之
卿
陞
爲
縣
」
ご
あ
り
〇
一

然
に
立
て
の
吾
入
の
智
識
今
目
に
立
て
は
叢
に
止
ま
る
安

鼎
瀟
は
其
著
東
史
綱
昌
の
窒
素
書
圏
中
に
本
書
を
畢
げ
俗
…

無
亟
一
然
撰
こ
せ
り
○
小
生
は
無
亟
の
語
の
出
庭
を
知
ら

す
○
東
史
綱
隅
を
調
査
す
れ
ば
或
は
う
る
所
む
る
べ
き
か
、

　
本
書
撰
流
｝
の
目
的
ば
其
書
名
置
物
内
容
よ
り
推
測
す
る
正



史
即
三
國
史
記
に
載
せ
ざ
る
三
國
の
所
傳
談
話
を
牧
録
す

る
に
あ
り
φ
佛
敷
全
盛
時
代
の
佛
僧
の
手
に
成
り
し
を
以

て
美
容
關
係
記
事
太
宇
を
占
む
○
此
書
に
就
き
て
は
吉
井

先
生
の
解
題
史
學
雑
誌
第
十
｛
編
第
九
號
に
あ
り
。

　
本
書
篇
首
に
三
國
及
駕
洛
の
比
較
年
代
表
あ
レ
三
國
史

説
年
表
に
擦
り
し
物
な
る
べ
き
も
王
の
在
位
年
数
に
相
異

の
も
の
三
四
あ
り
○
篇
中
に
記
す
る
干
支
の
相
異
す
る
物

ご
共
に
研
究
土
注
意
す
べ
し
。
省
一
窓
二
は
記
異
事
に
し

て
先
づ
檀
君
よ
り
記
し
三
國
の
説
話
遺
聞
を
録
し
駕
洛
國

記
を
抄
賂
附
載
す
Q
此
駕
洛
國
記
に
就
て
は
後
に
改
め
て

説
一
べ
し
・
憲
三
興
法
外
一
篇
雀
型
義
解
榊
児
墨
書
避
隠

孝
善
の
諸
篇
に
し
て
興
法
以
下
佛
敷
更
紗
の
記
事
な
り
○

　
本
書
は
史
籍
、
こ
し
て
三
國
史
記
ご
共
に
見
ざ
る
べ
か
ら

ざ
る
も
の
に
し
て
麗
々
的
記
事
は
史
記
よ
り
も
本
書
に
多

し
Q
其
他
種
々
貴
重
の
史
料
を
舎
み
茄
唐
無
稽
の
説
諾
申

に
も
得
る
こ
こ
ろ
少
な
か
ら
ず
。
一
語
の
注
一
句
の
僻
に

も
意
外
の
事
實
を
勉
乱
す
る
も
の
あ
り
。
特
に
三
國
の
佛

策
一
巻
雑
纂
朝
鮮
史
の
栞

敷
更
研
究
に
は
本
書
を
典
盤
、
こ
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
但
し

其
記
載
せ
る
古
態
説
中
に
は
後
世
の
捏
造
附
會
構
成
に
係

る
も
の
少
か
ら
ざ
る
は
斯
る
書
籍
の
性
質
上
止
む
こ
ご
を

得
ざ
る
事
な
り
Q
鮎
漁
漢
書
な
ざ
の
記
事
な
り
こ
て
掲
出

せ
る
も
の
に
原
本
に
は
決
し
て
無
き
も
の
あ
り
。
魏
書
に

毘
づ
こ
し
て
験
せ
る
青
碧
王
倹
の
記
事
の
如
き
は
此
一
例

な
う
○

　
本
書
中
撫
す
る
腱
の
新
羅
の
郷
歌
十
数
首
は
我
が
萬
葉

古
歌
に
比
す
べ
き
も
の
に
し
て
其
文
ま
陀
萬
葉
艦
な
る
を

以
て
文
學
上
語
馬
上
貴
重
す
べ
き
も
の
な
る
が
ム
ー
之
を
解
層

し
得
る
者
無
し
ご
い
ふ
Q

　
本
書
も
こ
慶
懸
道
慶
州
府
に
懸
板
あ
り
し
を
正
徳
壬
ゆ

三
國
史
記
ご
共
に
同
府
に
て
再
三
せ
り
。
東
京
難
記
の
府

藏
滞
板
目
中
に
は
4
6
書
の
名
あ
る
も
乾
隆
二
十
四
年
の
象

車
野
板
目
録
に
は
之
を
記
せ
す
○
傳
本
頗
る
稀
に
し
て
朝

鮮
に
て
は
絶
無
ご
総
せ
ら
れ
居
り
し
が
近
年
金
魚
山
の
某

寺
に
て
後
付
の
一
冊
の
み
を
螢
見
せ
り
。
藍
本
に
は
幸
に

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
三
三
　
（
五
二
〇
）



　
　
　
弟
二
巻
　
雑
纂
　
朝
鮮
・
災
の
栞

も
尾
張
徳
川
言
及
紳
，
田
男
爵
家
に
各
一
部
を
遺
存
す
、
三

本
共
に
同
一
板
本
に
し
て
た
や
金
剛
山
本
に
は
脱
葉
を
補

寓
挿
入
せ
る
部
分
あ
り
。
此
部
分
は
粥
家
本
に
転
落
ぜ
す

紳
田
本
に
は
養
安
院
の
記
印
あ
り
徳
川
家
本
ご
共
に
文
藤

慶
長
役
の
分
捕
本
な
る
べ
し
Q

　
東
京
帝
國
大
學
に
て
は
本
書
を
明
治
三
十
七
年
紳
田
本

を
底
本
こ
し
て
刊
行
せ
る
も
此
刊
本
訂
正
を
要
す
べ
き
鮎

甚
だ
多
し
。
坪
弁
先
生
の
手
許
に
は
訂
正
再
板
の
稿
既
に

成
る
も
の
あ
る
も
未
だ
改
板
に
至
ら
す
。
昌
本
夕
大
卒
維

に
は
大
學
刊
本
の
句
讃
の
誤
十
数
個
庭
を
埣
井
先
生
が
訂

正
せ
ら
れ
し
も
の
を
牧
め
た
り
。
本
書
の
良
本
は
改
疋
板

の
譲
つ
る
を
待
つ
の
外
な
し
。
（
火
正
五
、
六
、
八
．
）

　
　
セ
リ
ヌ
ン
テ
の
石
切
携
の
遺
跡

　
　
　
　
　
　
交
乱
撃
濱
　
田
　
耕
作

　
　
　
回

、
希
臆
時
代
の
大
建
築
の
一
群
の
大
風
に
吹
き
倒
さ
れ
紀

第
三
號
　
　
　
ご
二
四
　
（
五
一
＝
）

る
が
如
き
凄
し
き
セ
リ
ヌ
ソ
テ
（
G
Q
隻
p
毎
膏
）
の
遽
跡
に
旧

懐
の
情
を
恣
に
し
た
る
余
は
、
グ
ソ
ン
フ
イ
豊
川
ド
氏
夫

妻
ご
其
の
夜
を
ヵ
ス
ク
ル
ベ
ト
ラ
ノ
（
9
ア
仲
巴
く
。
貯
9
口
。
）
ご

云
ふ
シ
チ
リ
ャ
島
の
い
ご
小
さ
き
田
含
町
に
明
し
譲
、
燭

光
暗
く
し
て
讃
書
の
便
り
無
く
、
悪
虫
に
澄
ま
さ
れ
て
は

安
眠
成
り
難
う
し
て
五
月
十
四
日
（
大
正
三
年
）
の
曉
は
早

く
朔
け
放
れ
ぬ
、
六
時
牢
我
等
は
馬
車
を
曉
風
に
騙
っ
て

西
南
五
六
哩
カ
ム
ポ
ベ
ル
ロ
（
9
已
℃
。
び
。
ぎ
）
の
附
近
な
る

古
ヘ
セ
リ
ヌ
ン
テ
の
石
切
蕩
に
向
ふ
、
シ
チ
フ
や
探
勝
の

客
の
多
か
ら
ざ
る
う
ち
に
も
、
セ
リ
ヌ
ン
プ
の
遺
跡
を
訪

ふ
入
は
い
ご
少
し
、
為
し
て
此
の
石
切
瘍
の
遺
跡
に
足
を

向
く
る
㌦
も
の
は
極
め
て
準
な
る
を
、
同
じ
志
の
友
を
得
て

此
の
地
に
游
ぶ
こ
ご
を
得
π
る
は
、
何
の
喜
か
之
に
勝
る

悪
き
○

　
ス
ト
ラ
ダ
ヘ
リ
へ
せ
ゴ
　
　
ド

　
海
　
道
を
遙
ぴ
こ
ご
一
山
博
通
サ
、
イ
ン
ガ
ム
（
9
も
・
9
・

冒
σ
Q
｝
嬉
薦
）
に
到
れ
ば
、
早
く
も
路
傍
に
セ
リ
ヌ
ソ
’
グ
に
運

び
行
か
ん
こ
せ
し
を
，
共
の
儘
中
道
に
打
ち
捨
て
た
る
柱


